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I . 大学等地域開放特別事業 ｢大学 J r . サイ エ ン ス &もの づくり｣ に つ い て
1 . 1 大学等 地 域開 放!特別事業 の 要 旨
大学等地域開放時別事業 は , 当初 , 平成 1 4年度か らの 完全学校過 5 日制 の 実施に向けて , 文
部科学省が平成 11年度か ら平成 13年度まで の 3 年間, 地域で子 どもを育て る環境整備を目指し
た ｢全国子 どもプ ラ ン ( 緊急 3 ケ 年戦略)｣ の 1 つ ｢大学子 ども開放プ ラ ン｣ と して実施され ,
国立大学などの教育施設を学校の 休業す る土曜日, 日曜日 , 夏休み などに開放し, 子 どもたちが
多彩な活動を体験で きる機会を提供して きました . ( 本学にお ける取組状況は , 高岡短期大学紀
要第16巻 ･ 第17巻参照)
平成14年皮からは, ｢大学J r . サイ エ ンス & もの づくり｣ として , これまで の 3年間の取組
み を踏まえて , 子 どもたち の 近年の 課題と な っ て い る ｢理科 ･ 数学離れ｣ や ｢もの づくり離 れ｣
な どの課題を解決するた め , 理科実験等を通 して科学技術を身近なもの と気づか せ たり･ もの づ
くりを体験する こ とに より作り上 げる こ と の 達成感な どを与える機会を提供す る こ と になりま し
ち. (本学にお ける取組状況 は, 高岡短期大学紀要第18巻参照)
そこ で , 本学で は, 平成15年度の ｢大学J r . サイ エ ンス & もの づ くり｣ を実施する にあた
り, 上記の 趣旨に添っ て , もの づくりに関する興味や 関心を抱かせ る動機付けを与える こ とを目
的に , 下記 の 2つ の 講座を企画しました ｡
講座名: ｢粘土で動 い て い る人物を作ろう!｣
実施日 :平成 15年8月2 日 (土), 3日 (日)
概 要: 小 ･ 中学生を対象に, 可塑性の ある粘土で動い て い る人物の像を作るこ とを通 じ
て , 立体を作る楽しさを体験させ るとともに , 自分の 手を石膏で取り, その 量感を
把握させ る 目的をも っ て実施する こ と に しました ｡
まず, ビデオ や雑誌の 掲載写真を使 い , 人は体を どの ように動か しなが ら動くの
か を見直す学習を行 っ た後, 大学開放セ ンタ ー の 教員等か らデ ッ サ ン の 方法, 芯材
の作り方, 粘土の 扱 い 方, 体の動きの表現 の しかた , 竹 べ ら等の 道具の 使い 方など
説明を受けなが ら, 2 日 間にわ たり, 参加者それぞれ が自分 のイ メ ー ジする動く人
物づくりに取り組みま した . その あと, 自分 の手をモ f
'1) アル で型取りした もの に
石膏を流 して リ アル な手の型 づ くりに取り組み ました ｡
講座名: ｢こ まと竹とん ぼをつ く ろう!｣
実施日 :平成15年8月 23日 (土), 24 日(日)
概 要: 小 ･ 中学生を対象に , 素材 (木･ 竹) を小刀等の 道具を用 い て加工 し, 日本の 伝
統的なおもち ゃ を作る過程で , もの づくりの 面白さや 大切さを学び , 体験させ るこ
とを目的 に実施する こ と と しま した ｡
まず, 竹と ん ぼは どの ような しくみ で飛ぶ の か , より よく飛 ばすに は どの ように
すれ ば よ い の か に つ い て , 実際に飛 ばしながら学んだ後, 産業造形学科の教員等か
らデ ザイ ン の 仕方, 竹の 扱 い 方, 小刀等の 道具 の 使 い 方な どの 説明を受けなが ら,
2 日間に わたり , 何度も飛ばす実験と作業を繰り返 し, 参加者それ ぞれが自分のイ
メ ー ジする竹とん ぼづくりに取り組みました ｡ また, こ まづくり は, あらか じめ教
員が作 っ た木型 に鉄芯を打ち込ん だ後, 思 い 思 い の色付けに取り組み ました｡
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I . 2 広報活動
･ 富山県内の小 ･ 中学校 (146枚) にリ ー フ レ ッ ト等を配布
･ 高岡市記者室を通 じて報道機関に広報依頼
･ 高岡市広報誌に掲載依頼
･ 本学ホ ー ム ペ ー ジに掲載
当初, 富山県内の 小 ･ 中学校146枚にリ ー フ レ ッ ト及びポ ス タ ー を配布しま した ｡ その
うち高岡市の 小 ･ 中学校に つ い ては , リ ー フ レ ッ ト及 びポス タ ー を持参し, 直接, 細やか
な広報に努めま した ｡ 本年度は , 昨年度の 反省か ら, 富山県内全域 に広報活動を拡大し取
り組み ましたが, 小 ･ 中学校及 び各自治体などで , 学校が休業する土曜日, 日曜日, 夏休
み に多種多様な行事が組み込まれて おり, 子 どもたちは企画 に興味があると感 じて も, 逮
続2 日間の 企画 には , 参加で きない の が現状で ある こ とが判明 しました ｡ つ い て は , 子ど
もたちの ニ ー ズを探り学習プロ グ ラム を企画したり, 各教育委員会との 連携を図り企画す
るな ど, 今後に反映させ なければならない と思 い ます｡
1 . 3 参加者 の 内訳
｢ 粘土 で動い て い る人物を作ろう!｣
･ 参加者 10名(募集人数: 15名)
男女別 地域削
高岡市 6
富山市 3
小矢部市 1
計 10
･ 学年別
小学5年生 1
小学6年生 1
中学1年生 4
中学2年生 3
中学3年生 1
計 10
｢こ まと竹とん ぼをつ く ろう!｣
･ 参加者 親子4組を含む10名 (募集人数:親子15組30名)
･ 形態別
子 ども 保護者
子どもの み参加(友達同士) 2組 6
父親と参加 3組 3 3
母親と参加 1組 1 1
計 6組 10 4
･ 学年別
小学4 年生 4
小学5年生 1
小学 6年生 4
中学1 年生 1
計 10
･
. 地域削
･ 男女別
子 ども 保護者
男 ll 8 3
女 3 2 1
計 14 10 4
高岡市 9
富山市 5
計 14
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1 . 4 事業担当者の内訳
｢ 粘土で動い て い る人物を作ろう
`
!｣
氏 名 所 属 . 職 名 担 当
水島 和夫 副学長 (開放セ ンタ ー 長) 総括
宮崎 雅司 開放セ ンタ ー 教授 実施責任者及 び
企画 . 実施担当者
水野 元洋 事業課長 広報責任者, 実施担当者
近藤 達也 企画調査係長 実施担当者
丸本理恵子 企画調査主任 実施担当者
8月 2 日 8月 3.日
本学学生補助者
(本科学生)
2 2
｢こ まと竹とん ぼを つ く ろう!｣
氏 名 所 属 . 職 名 担 当
水島 和夫 副学長 (開放セ ンタ ー 長) 総括
林 暁 産業造形学科 教授 実施責任者及び
企画 . 実施担当者
高橋 誠 一 産業造形学科 助教授 企画 . 実施担当者
斎藤 晴之 産業造形学科 助教授 企画 . 実施担当者
橋本 千毅 産業造形学科 助手 企画 . 実施担当者
水野_元洋 事業課長 広報責任者, 実施担当者
近藤 達也 企画調査係長 実嘩担当者
丸本理恵子 企画調査主任 実施担当者-
8月23 日 8月24 日
本学学生補助者
(本科学生)
2 2
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2. 粘土で動 い て い る人物を作ろうに つ い て
2 . 1 講座の内容
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第1 日目 (8月3日 ･ 土)
(1) 概要説明
･ 開講の挨拶､ 講師 ･ 講座 サポ ー タ ー の 学生紹介､ 受講者の 紹介の後､ 講座 に関す る全般 の ス
ケ ジ ュ ー ル を説明する ｡
(2) ス ポ ー ツ ビデオ の 鑑賞, ス ポ ー ツ雑誌に よ る資料の収集
･ 野球の試合の様子及びサ ッ カ ー の 試合の ビデオに よ る映像を見なが ら､ 選手の 体の動きに注
意しなが ら鑑賞する ｡ また､ ス ポ ー ツ 雑誌の 写真によ る資料の 収集を行う｡
･ 各自制作するポ ー ズ を決定する｡
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(3) 芯棒 づくり
･ 学校教材､ 塑造制作用芯材 に よ る塑造の ･ 芯棒を こ れか ら制作する ポ
ー ズに合わせ て
芯 棒 を つ く る ｡ 折 り曲 げ る .
(4) 粘土 づけ (1 日目)
･ 芯棒に粘土 を少 しずつ 付ける ｡
･ 顔､ 胴体､ 手足 の バ ラ ンス を考慮しながら,
細部をつ くる ｡
･ 体全体の 動きに合 わせ てお お まか に粘土を
付けるo
大学Jr.サイ エ ン ス & もの づ くり
第2日目 (8月 4日 ･ 日)
(1) 粘土づ け (2 日目)
･ 人体 の 筋肉 の 動きや 手足 の 表情を表現す
る ｡ 緊張した手足 ､ 力 一 杯振り絞っ た顔の
表情等をビデオによる映像や写真で確認する｡
･ 着衣の 変化を表現する ｡
(2) 自分 の 手を石膏で取る .
･ 学校教材 ｢モ デリ アル｣ を使用する ｡
･ 型取り材が凝固 した ら静か に手指を抜く｡
･ 粘土作品の 完成｡
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かくIi ん
型取り材を水で溶き､ よく撹拝して ､ そ
の 中に手を入れ , 型取り材が凝 固するま
で約10分間手指を静止させ る ｡
･ 石膏を水で溶きよく撹拝 して ､ 型取り材
の中に流し込む｡
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･ 石膏が固ま っ た ら型取り材を外す｡
･ 石膏作品の完成
･ 石膏原形を水洗い する｡
･ 粘土の 作品及 び石膏作品 の 講評 と修了証
･ 書授与
大学Jr.サイ エ ン ス &もの づくり
2 . 2講座 に参加 した人たちの感想
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受講者の感想 (原文のまま)
･ 意外とお も しろ か っ たです｡ (女子)
･ 動い て い る人物を つ く るの は ､ むずか しか っ た ｡ また体験 した い です ｡ (女子)
･ 最初の 骨組み (針金の 芯) を つ くる時､ 曲げる のがとて も難しか っ たけ ど､ 教 わ っ て 良くで き
た し､ い ろ い ろ勉強に なっ た ｡ (女子)
･ 動い て い る人物を粘土で つ くるの は ､ とて も楽しか っ た｡ (男子)
･ 人の 形を作るの が少 し難しか っ た ｡ (男子)
' 最初の つ くるポ ー ズ が なか なか決め られず､ でおく れた の で心配で した が ､ 最後まで完成させ
る こ とが できて 良か っ たです. (男子)
･ 粘土 - つ くる - 楽しい っ と いう感じです｡ 人間をつ くるこ とは ､ すごく大変で した ｡ で も､ 出
来上がりがけっ こう良くで きた の でうれしい です｡ (女子)
･ 久 しぶ りに粘土に触れ た ら､ け っ こう楽 しか っ た ｡.でも､ 人物を作る の は , け っ
こう難 しくて
大変 で した ｡ (女子)
･ 粘土で ､ 人物の 立体感を出すとい う課題 がク リ アできたの で ､ とて もうれしい です｡ 全部が全
部うまくク リ アで きたとい うわけで はな い けれど､ 自分で満足 いくくらい に はちゃ んとした も
の を作れ ま した ｡ (男子)
･ 人 の形 は ､ 妙に複雑で作るの が大変で した｡ 思 っ て い た より大変だ っ た けれ ど, なん とかうま
く人 の形 がで きて 良か っ た と思 い､ます｡ 今回の ｢大学Jr. サイ エ ン ス & もの づくり｣ に参加し
て本当に良か っ た です ｡ (男子)
企画 ･ 実施担当者の 感想
大学開放セ ンタ ー 教授 宮崎雅司
こ の事業の ねらい は , 子供達が 日頃見慣れ て い る人間の 動い て い る姿を､ 特にス ポ ー ツ を して
い る姿勢をテ ー マ として ､ 自由な発想から立体作品を作ろうとするもの で ありました ｡
特に ､ 現在学校教育の中で は､ 美術教育の時間が少なくなっ てきて い るこ とを考え ると､ 絵を
措く ことや 美術作品の 鑑賞がメ イ ンに なりがちです. もの ともの との 大きさ の比較や距離感を把
握する1 つ の方法として 立体で表現させ る ことが必要に な っ て きます｡ したが っ て粘土等で立体
の 作品を作ることは ､ もの の量感を把握する ため に重要な要素とな っ て おり ､ 美術教育の 限られ
た時間の 中で は見落とされがちにな っ て きて い ます｡ こ こに今回の 事業の ポイ ン トが あると考え
ま した ｡ 子供たちが､ 自由な発想で立体の 作品をつ くり､ か つ ､ もの の 量感を把握してくれれば
こ の事業は成功する の で はな い か と考えて い ます ｡
こ の 講座 が始ま っ た 直後は子供たちも緊張して い ま した が ､ だんだん緊張もほ ぐれ ると動い て
い る人物と いうテ ー マ に沿っ て各人 の個性が発揮され , それぞれ が自由な発想の もとに私 たちが
予想もで きない ようない ろん なポ ー ズ が 出て きま した ｡ またその 後の粘土で の 制作にお い ても私
たちが想像できな いくら い の 豊か な感性が生まれて きて い る の を見せ られま した ｡ 完成 した作品
は ､ 技術的に稚拙な部分があるに しても , 豊かな発想と想像力の 感じられ るもの ばかりで した ｡
こ の 2 日間､ 私も子供たちと 一 緒に作品を作りま した が ､ 自由な発想と の びの びとした作品群を
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見て い る と､ 自分 の作品も常識 に捕らわれ ない の び の び とした表現 を試み なけれ ばならない の で
は ない かと反省させ られました｡
サポ ー タ ー と して参加 した学生の感想
産業デザイン学科 1年 森井美紅
今回私は ､ 夏休み に こ の 講座 に参加 して ､ とて も充実 した時間を送る こと が で きま した o とて
も貴重な体験をさせ て貰えた ように思 っ て い ます｡ 以前か ら子供とふ れ あう バイ トは体験 してみ
た い と思 っ て い た け ど子供 とふ れあう こ とに よ っ て ､ こ ん なにた くさん の こ と が得られ るとは思
っ て もい なか っ た の で ､ 本当に貴重な体験が で きた と思 っ て い ます ｡
私は , 頭 がと て も固くて デザイ ン の授業を受けて い ると きも, イ メ ー ジがふ く らまな い し, お
もしろくな い 作品ばか りが できて しま っ て ､ それ は私の 一 つ の 大きな悩み の 種で した ｡
しか し, 子供た ちとふ れ あ っ て自分も ー 緒に作品をつ く っ て い く時はすごく楽･しか っ た し, の
び の び ともの を作れたの で ､ 子供の 想像力や パ ワ ー をもらえた ような気が して大変面白か っ た で
す｡ こ の 講座で の経験を生 かして ､ あの 子供たちの パ ワ ー や想像力をこ れ から制作する自分の作
品につ なげて い きた い と 強く感 じました ｡
今度また こ の ような機会が あ っ た ら是非参加 してみ た い で す｡
座業デザイ ン学科1 年 高野 札
私 は､ 1 日 目に参加 しました ｡ 私 は 一 応 デザイ ン学科に在籍 して い る学生なの で参加する前は
多少なりとも子供た ちに教 えたり作品 の手伝い な どが で きるか な - ? と少 し安易に考えて い た の
ですが , 実際､ 参加して み る と私が教えてあげられ るようなこ とは 一 つ として無く ､ それ どこ ろ
か逆に教え られ る こ とばか りで した ｡
こ の 日 は好きなス ポ ー ツ選手の写真や 映像か らイメ ー ジをわ か し､ 粘土で実際 に作 っ てみ る と
いう内容だ っ たの ですが ､ 子供たち 一 人 一 人が ､ 動い て い る人物と いう難しい モ チ ー フ に対して ､
自分なり の 考えを示し､ 私が想像して い た もの を濃か に こ える個性的な作品を作りだして い た の
に は正直本当に驚きま した ｡ 体の動き 一 つ と っ て も実際に体の つ くりと して は あり得な い ような
もの で も､ その 子 の 目線に立 っ て 見てみ ると動きを感覚的にとらえて い る フ ォ ル ム o 子供たちが
素直な心で もの をみ て つ くりだした もの には ､ 不思議と人の 心を引き つ ける何かがあ っ て見て い
る こちらも素直に美し い と思うこ とがで きました｡ 今回子供たちか ら学ん だことを大切 な経験と
して自分 がもの を作 るとき の橿 に した い と思 い ます｡
産業デザイ ン学科1年 横長 紀子
私は 2日目からお手伝い として参加した ｡ 小中学生 の子供たちと接す る の はと て も久 しぶ りで ､
どう い う風 に接 した ら い い か わか らなか っ た ｡ で も実際 に子供 たちを見て い る とみ ん な真剣な目
をして い てなん とか 形に しようとし懸命に作業をして い た. そん な集中して い る姿を見るLt､ 自分
が細かなこ と を言う必要はま っ たくなく子供たちが自分で考え手を動かすことを素直に楽しんで
で きる こ とが 一 番大切 だと思 っ た ｡ また 私はその ため の 手助けを した らい い ん だとわか っ た ｡
実際 , 私が ､ ある子供に対 して ｢こう した ら い い よ｣ と言 っ て もその 子 はあまり納得しな い ｡
逆 に ｢こ こ い い ね｣ と言うと作品もその 子の 表情ももっ と良くな っ てくる ｡ 子供た ちと同じ目線
に立 っ てみ る こ と ､ 同じ気持ちになる こ と ､ そうす.る こ とで子供たちも心を開 い てくれて自分の
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気持ちを投げか けてくれ る ｡
手の 型取り作業を して い る とき ､ 私 も ー 緒に体験 して , 子供 たちと 同 じように興奮 した ｡ 自
分が見て い る､ 教えて い ると い う感覚がなくな っ た ｡
た っ た 1 日だ っ たが ､ 子供たち の楽しん で い る姿を見て , 私も素直な気持ちで もの を見 たり ､
体験 しようと思 っ た o
2. 3講座 の成果､ 意義
こ の 講座を始め る にあた っ て , ･小学生及 び中学生が使用 して い る美術の 教科書を参考にしま し
た ｡ 美術の 教科書で は ｢見る｣ ｢ 描く｣ ｢つ くる｣ ｢鑑賞する｣ の 4点を中心 に授業が展開されて
い ました｡
しか しながら現在､ 美術教育の授業時間数が減少させ られて きて い る中で の授業の展開で ､ 児
童 ･ 生徒に もの を作る こ と の 楽しさや 喜びを体験 さ せ るまで には至 っ て い な い ように感じまし
た ｡ その ため小 中学校教員 の 大きな努力と工 夫が必要で ある こ とを実感 しま した ｡ 現場の 先生 に
伺うと ､ 先生の 専門に近 い 授業内容に力を注 ぎがちで あると の答えが返 っ て きま した ｡ つ まり先
生 の 専門 が平面作品の 制作 で あ ると ｢絵を描く｣ こ と が中心 となり ､ 立体の 作品 を作る 機会が少
なくな っ て しまうと いう こ とです ｡ それ はや はり自分の専門で あれ ば､ 的確な教授 と指導が でき
るとい うこ とに もなります｡
児童 ･ 生徒は ､ こ の 的確な指導によ っ て大 きな飛躍をと.げ､ 美術へ の 関心も高ま っ て い きます.
美術 へ の 関心が高まる と ､ 美しい もの をみ て感動す る心 ､ 四季折 々 の自然の 変化に気づ き感激 し
て心を奪われ る こ とや 日常生活の 中で の 些細な変化に目を奪われ, それ らを何らか の 形で表現し
て み た い と思えてくる ようになる もの だと考えられますo
しか しなが ら, 一 方で は立体の もの をつ く ると い う授業が少な い こ と に も気づ か され ま した ｡
それ は ､ 学校教育の 中で立体作品を指導する教員が少な い こ と にも原因が ある と考えられ ます｡
一 般 に ､ 美術作品を制作して い る専門家にあ っ て も､ 平面作品を制作する人た ちの 人口 に対して
立体作品を制作 して い る人の 割合は 1 0対1 と い わ れて い ます｡
今回の 講座 ｢粘土で動い て い る人物を作ろう｣ は , 可塑性の ある粘土を使用 しますが､ 対象物
を見て形を正確に把握し表現する方法には平面に措くことの ほ か､ 立体で の 表現として は粘土で
つ くる方法の ほ かに木, 石等で作る方法もあります｡ 学校教育で は立体表現でもの をつ くること
に は, 木彫や石彫の ように道具や用具を使用しなければ制作ができな い 素材よりも､ 自分の手だ
けを使 っ て自由に表現できる粘土が最適だと感じました｡
こ の 講座で特に留意した点は､ 可塑性の 高い 粘土を用 い て人体を つくる こ とに より､ 比較的簡
単に形のおもしろさと形態の 把撞を感じてもらうこ とで した｡ したが っ て ､ 子供たちが ､ 動い て
い る人物の 中で 一 番関心の あ.るス ポ ー ツ 選手の様子を観察し､ 動い て い る様子や 運動を して い る
ときの ポ ー ズ を把握 し､ それ を粘土で作るこ ととしま した ｡
また ､ もう 一 つ の課題と して ､ 実物を石膏で取り ､ 実物と石膏でで きた形 と の 観察か ら形を把
握 して もらう こ とと しま した ｡
8月 2 日(土) の 1 日 日は ､ 午前を野球と サ ッ カ ー の試合 の ビデオ映像 の 鑑賞か ら始め ま した ｡
野球の ビデオ映像で は ､ ボ ー ル を投げる ､ 捕球す る ､ 打つ ､ 走る等の動作の 中に様々 な姿勢があ
ることを感じてもら い ､ またサ ッ カ ー で は ボ ー ル を蹴 っ て い る姿勢に注意を払い ました｡ つ い で
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陸上競技､ 球技等の ス ポ ー ツ 雑誌を見なが ら､ それぞれが制作する テ ー マ を探し出し,■イ メ ー ジ
作りを実施しま した ｡
こ こ で は各 自が ス ポ ー ツ 少年団 で活動 して い る 競技 や 部活動と して 実際 に所属 して い るス ポ ー
ツ を選び出して い ました｡ 制作するもの として野球, サ ッ カ ー ､ テ ニ ス ､ 柔道等が選び出されま
した ｡ 午後か らは芯棒を組み ､ 芯材をポ ー ズ に合わせ て曲げ, 粘土付けの 制作を行い ま した ｡ 粘
土付けの最初 は で きるだ け大まか に粘土 を付ける ように指示 を し､ つ い で体全体の バ ラ ン ス を考
慮しなが ら細部 をつ く らせ るように指導しま した ｡ 粘土で の 制作に なると ､ 子供たちもお も しろ
さや楽 しさを感じ始め 感性豊か な作品になりま した ｡
8月 3日 (日) の 2 日 目は, 午前で粘土 で の制作を完成させま した ｡ 雑誌 の写真はス ポ ー ツ 選
手の 一 方向か らの もの しかな い の で ､ それを立体 にする の は大変難 しい 作業で あ っ た と思わ れま
す｡ 子供た ちの 自由な発想で楽 しみ なが ら, また遊 びながら粘土で人体を作り､ 人体の 頭部や手
足 , 体の バ ラ ンス を把握す る こ と､ また それぞれ の 部位の量感や 質感を把握 してもらうこ と がで
き大きな成果をあげる こ とが で きま した ｡ 午後か らは自分の手の 石膏取りをしま した ｡ 子供 たち
は ､ 自分 の手と石膏で できた手を見比 べ ながら人体の 肌と の 質感と量感の 違 い を認識 できた と思
い ます ｡
子供た ちにと っ て こ の 2日 間は , 見慣れ ない 道具や用具の 使用 ､ 力の い る仕事, 長時間にわ た
る集中力の 持続な ど大変 な作業を強 い られ たの で はな い か と思 い ますが , 人体の バ ラ ン ス や それ
ぞれ の 部位の 量感や 大きさの 比政が楽しみ を伴 っ て 実感で きた の で はな い か と思 われ ます ｡
私たちと して は1 次の 世代を担 っ て い く子供 たち にもの づくりに対する興味や 関心 ､ 自然界 に
存在す るもの の美しさや大きさ の バラン ス の把握等を実際に体験してもら い ､~い つ の 日 か こ れを
何らか の 方法で役立て ても らえれ ば幸い に思 い` ます｡L
おわりに ､ 今回の 講座が真夏め着い 日 であ っ た にもか か わ らず受講して い た だ い た小中学生 の
み なさん ､ また当日 に至 るまで の広報活動､ 講師担当とめ打ち合 わせ ､ 材料の 調達な どの作業を
して い た だい た 開放セ ンタ ー 職員の 方々 , サポ ー ト役を引き受けてくれ た学生 の み なさん の努力
と協力に よ っ て大きな成果が得られた こ とを感謝い た します ｡
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3. こまと竹とん ぼをつ くろうに つ い て
3. 1講座の 内容
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第1 日目 (8月 23日 ･ 土)
(1) 概要説明
開講の 挨拶 , 講 師 ･ 学生 ヘ ル パ ー ･ 受講者の 紹介の 後に ､ 本講座 の 内容 ｢こ まと竹と ん ぼ｣
の制作に つ い て の 概要と､ 使用する道具の説明を行い ました ｡ 竹とん ぼ作りは , 良く研ぎあげ
て 非常 に良く切 れ る切り出 し小刀を使用 する ため に ､ 怪我 の な い よう に入念に使用上の 注意を
行い ま した ｡
(2) 竹とん ぼ の 制作
講師か ら竹とん ぼ が飛ぶ 理論と､ よく飛 ぶ ため に どん な制作上 の 工 夫をす れ ばよ い か の 説明
を受けます｡ 講師や学生が事前に作 っ て お い た竹と ん ぼを見せ なが ら参加者の 理解を深め ま し
た ｡
竹と ん ぼの プロ ペ ラの 揚力 の説明
竹とん ぼを実際に削る作業に つ い て の 説明｡
材料を ど の ように使 っ て どの 部分を削れ ば
よ い か ､ どう作れば良く飛ぶ か な どの 作業
の 進め方を説明｡･
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なた
基の 材料となる孟宗竹を, 銘を使 っ て 割る作業の
デ モ ンス ト レ ー シ ョ ン ｡ 参加者の使用する材料は
他 に準備 して あり ま した が ､ ｢原材料 に つ い て の
理解を深め るた め｣ と思 い 行い ま した . 実際に は
これ らの材料も二 つ 目, 三 つ 目の 竹とん ぼ に使わ
れ る こ とと なりま した ｡
孟宗竹か ら切 り出 した プ ロ ペ ラ部分 の 材料を , 使
用する長さを決めて か ら､ 中心 に シ ャ フ トの 穴を
開ける場所や ､ どの よう に削 っ て仕上 げるか を ､
鉛筆で正確に当たりをつ けて い る とこ ろ ｡
Tr,LJu
まずは材料の 長さ を
■
調え･る ため に ､ 先生 に の こ ぎ
りの 使い 方を教わ っ て ･ ･ ･
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今度 は自分 の力でや っ てみ ます. 初め て の 木工道
具も し っ かり習えば結構うまく使え る も の で す
ね!
こが んな
小鈎 で適度な厚み まで竹の内側を削る ｡ 竹は表面
の外皮に近い ほ ど丈夫なの で丈夫な竹とん ぼがで
きます｡
かんな
飽自体の仕立て も大切な要素ですが今回はそ こ ま
で手が回りませ んで した.'
r
l
い よ い よ切り出し小刀を使っ て削り始めます._指導す る講師q)亭う事を良く闘い て注意深く作業
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お母さん の 参加もありま した ｡ 竹を削るの は ､ 良
く切れ る小刀で も硬 い 甲.
で大変で す｡ しか しなか
なか 良 い 手 つ き で ､ 仕上 がりが期待 で きそう です ｡
お 父さんや お母 さんも､ 一 緒に子供たち の指導を
して くれま した ｡ もの を作る こ と を通 して子供た
ちと の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が普段と違う形で深ま
る こ と を期待 します ｡ 腕白な東の子 たちも刃 物を
使うと きは真剣で した ｡
大人に は刃物研ぎの方法を指導しました ｡ 使い 捨て の カ ッ タ ー の 刃よりも､ 小刀 の刃 は安定して
い て ､ し っ かり研げば非常に良く切れ使い や すい もの です｡
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お 父さ んの 研 い だ小刀 の切 れ味や如何に ｡
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午後 にな ると子供たちの 刃物さ ばきもなか なか堂 に入 っ て きま した ｡ 親指に はまめ が出来ない よ
うに 皮手袋 を切 っ て は め て い ます ｡
きり
ヘ ル パ ー の 学生 の手を借りながら錐で中心の 軸を挿し入れ るため の 穴を開けます. プロ ペ ラに対
して ､ 正確に垂直な穴を開けるの はなかなか難し い もの で す｡ 二 つ の 方向から垂直を確かめなが
ら､ 慎重 に作業 します｡
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第1 日目の 終わりに竹とん ぼ の飛行実験です｡ バ ラ ン ス が悪か っ た り､ 重す ぎたりすれ ばや はり
うまく飛 びません ｡ 以外に大人の 人は考えすぎでうまく飛 ばな い ことがありました｡ 子供たちは
感覚的に 作 っ て い る よう ですが ､ 結構 良く飛 びます ｡ トラ イ ア ン ド エ ラ ー を繰り返すう ちに だ ん
だ ん自分 の竹とん ぼ の性能が上が っ て い くの は楽しく ､ もの づくりに興味を持 っ て もらうには良
い 素材である と思えま した ｡
第2 日日 (8月24 日 ･ 日)
2日目は ､ 昨日q)竹とん ぼ の仕上げと､ こま の制作で す. 先日 どうしても飛 ばなかっ た お父さ
ん は ､ 何とか面目を回復する こ とに必死です｡
こ
､
まは ､ 事前に用草した樫材で大体の 形を作 っ た もの に ､
l
芯棒とな声ピ ア ノ線を通 してか ら,
ラ ッ カ ー で 着色を b草す｡ 紐で 回す こ まは現代の 子供た ちはほ と,ん ど経験がない の で ､ うま
T
く回
せ るようになるまで を今日の 目標とします.
ろ く ろ
木材の林哲三先生 に , 庄川流の輯櫨で , こま の
出来上重きる工聴 を見せ て い ただきました ｡ 硬 い 樫
の 木がみネみ るうちた形を変えて こま にな っ て い
くの を興味深く見る ことがで きました ｡
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芯棒となる ピア ノ線の凄地部分を少 し細 め にグ ラ
イ ン ダ ー で削り, サ ン ドペ ー パ ー で整えます｡
金槌で ピア ノ 線を予め あけて お い た 穴に叩き込み
ます｡ こ れで こまの 本体は 出来上がりで す｡
林講師考案の 塗り擁櫨 (普段はお わ んな どの漆器を塗 るため の もの) を利用 しで,;` こませ甲転芦
せ なが らラ ッ カ ー で着色. それぞれ の オ リ ジナル カラ ー の こ まが出来上がる予定セす.
なか なかうまく い か ない ぞ｡
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私は フ リ ー ハ ン ドで挑戦です｡
ラ ッ カ ー を つ けすぎて しま い や り直し｡
皆 の こまがこ んな具合に出来上がりました ｡
い よ い よ , こ ま回しの練習で す｡ 紐の 巻き方もな
か なか難しくて ､ うまく巻かな い とし っ かり回り
ませ ん ｡
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うまく回るか な｡
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綱渡りにも挑戦? しばらく練習するうちに ､ 最
初出来なか っ た人もうまく 回せ る ように なりまし
た ｡ 中に は手に乗せ られる ように なる人まで !
竹とん ぼの 仕上がりは ､ こ ん な具合で した ｡
最後に 一 人 一 人が出来上が っ た竹とん ぼの 飛行
を皆の 前で披存して , 本講座 の 修了証書を手にし
ました ｡
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3. 2講座に参加 した人たちの感想
^
'
1
r
T
受講者の感想 (原文のまま)
･ 竹とん ぼ はある程度しか 矧ゴなか っ たが ､ お もしろか っ た ｡ コ マ も回せ るようにな っ た の で よ
か っ た です ｡ た だ､ 回 っ て い る コ マ を手に の せ られ
`
なく
-<残念セす∴.(男子)
′ ■l/
･ なか なか おも しろ い 企画で した ｡ 竹とん ぼ は全然飛ばなか っ た けれど､ 占マ 回しは小学生の時
以来で した が ､ 案外楽しくで きま した ｡ 2 日間童心 に帰れ ました
■
｡ (保護者)′
･ 刃物の 使 い 方が どん どんうまくな っ て よ か っ た ｡ ス ー パ ー 竹とん ぼ づくりの 企画 もよ
~'
い と思 い
ます ｡ (保護者)
･ 小刀 をず っ と握 っ て い た の で手が痛か っ た ｡ で も､ うまく で きた と思 い ます . コ マ に絵を措 く
の は とて も楽しか っ たです｡ (女子)
･ 最初 , 竹を小刀 で削るの が難しか っ た ｡ で も､ だんだん削るの に李れて きて , とて もおもしろ
か っ た です｡ (男子)
･ 竹とんぼ がうまく削れた し, うまく飛 んだの で楽しか っ たセす. (男子)
･ 初め は全く飛ばなか っ た｡ で も､ 作 っ て い る ととてもおも しろく, 屋根まで飛んだの でゲ ー ム
をして い る時よりも夢中になりました｡ ものを作ることが好きなの でまた作りたい です｡ (男子)■'
･ 慣れ ない 小刀で 一 生懸命作 っ た の で ム ダな力が入 っ て 手に豆ができ ､ あち こちが痛か っ た です
が ､ だん だん コ ツ が つ か め てく ると楽しくなり､ 欲が出てきで没頭して しま い ました｡ 今古事｣
なんで もボ タ ン ー つ で簡単にで きる の で , 今回の こ の 企画は地味だ け ど､ 今 一 番必要 な~事だ
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と思 い ま した ｡ 苦労した らそ の 分喜び も大き い し､ 子供達も充実感の ある い い 顔を して い た
と思 い ます. よか っ た ですo (保護者)
･ 参加して と っ て も楽しか っ た です｡ (女子)
･ 最初 は竹とん ぼを作 っ て も飛ばなか っ た け ど､手直しして い くうちに飛ん だか らよか っ た です｡
･ 竹とん ぼを削る の が大変で した｡
学生の感想
-I-･専攻科産業造形専攻-2年 ･村山育美
夏休み に ､ 大学Jr. サイ エ ン ス &もの づくりと云う講座 の お手伝 い をしました｡ コ マ と竹とん
ぼを作ると云う ことで ､ 私 の仕事は主 に使用する小刀を研 ぐこ とで した ｡ 当日集ま っ た子供達が ､
想像よりも小さか っ たの で大丈夫かなと少し心配でしたが, 刃物の使い 方や注意点を先生がしっ かり
教えられて い た の で, 子供達も最後にはうまく使えるようになりました ｡ もの を作る時に どう云う手
順で どこに注意しながら作れば良い か､ 具体的にはどうすれば竹とん ぼがよく飛ぶか等につ い て､ 私
の世代も含めてそうした経験があまりない の で ､ ア ドバイス をするにも頑張っ て頭を回転させ なけれ
ばなりませ ん で した ｡ 子供達も試行錯誤 をくり返す中で ､ 無口になるほ ど集中して い ま した ｡
専攻科産業造形専攻2年 小)H太郎
当日 ､ 参加者が朝の集合時間より早く教室 に集ま っ て い ま した ｡
講座 が開講しそれぞれ の作業へ と移 っ て い くと､ それぞれの 思 い で どの ようにしたらよく飛ぶ
竹とん ぼが出来るか ､ どの ように刃物を動かせ ば思 い どおりの曲線が削れるの か , ある子 はよく
考えて ､ ある子は体当たりで素材の 竹にぶ つ か っ て ､ 思 い 思 い の形を作り上げま した ｡ ご両親方
も熱中され ､ 2個 日を作ると､ 初め の物よりよく飛ぶ ようにな っ て ､ さらに制作に熱が入る よう
で した ｡
手探りで考え､ 手を動かす､ その ことによ っ て頭で考えるだけで は得ることの出来ない効果を感じ､
結果を手にする ことが出来ることを改めて実感でき, この講座に参加でき良か っ たと思 い ます｡
講座を担当して
産業造形学科教授 林 暁
本講座 を企画立案､ 準備段階か ら担当して の 感想です が , こ の ような講座を単発的なもの で は
なく､ もう少し継続的に行う こ とがで きた ら, も っ と地域 の人た ちに私たち の思 い が効率的に伝
わり, 社会的に も意味深 い 活動になる の で は ない かと思 い ました ｡ 今回の 講座 に関して は ､ 幸い
全体的にうまく進行して ､ 楽しくまた意義の あるもの にな っ た と思 い ます｡
｢最近 の子供たち. は鉛筆を周れ な い｣ な どとよく言われますが ､ 今回集ま っ た子供たちは ､ 最
初はともかく 2日目になると上手に小刀を使っ て ､ 思う形を作る こ とがで きるように な っ て い ま
した･. また ､ 作られた竹とん ぼ は ､ か え っ で親御さん の もの より良く飛ぶ ようなケ ー ス も見られ､
子供時代の能力の 開発は ､ 非常に効果的で 意味の あるもの である ことを実感しました ｡ 竹とんぼ
の 製作その ものが , たくさん の要素を満たさなけれ ば思 い どおりの もの が出来な い こ とも､ 実際
体験して初め て分かりました し､ もの づくりを通して の 親子 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンも普段で きな
い経験で あろうと思 い ました｡
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産業造形学科助教授 高橋誠 一
大学J,. サ イ エ ン ス &もの づくり ｢こ まと 竹と ん ぼを つ
･
(ろう｣ と い う講座を担当する七あた
り､ まず子 ども の 頃 少 しだ けや っ た こ と の 有 る竹 と ん ぼ作 りを手慣 ら しと して始 めた の で あ る が ､
竹を手に し小刀で 削りは じめてすぐに, これ は 一 筋縄で は行か な い こ とに気が つ い た｡ 子 どもの
頃にくら べ れ ば ､ 格段に竹を削る技術も道具も知識 も勝っ て い る の だ か ら､ 竹とん ぼく ら い ｢ち
ょち ょ い の ち ょ い｣ と 出来上が る と思 っ て い た が ､ その技術や知識が ｢ち ょ ちょ い の ち ょ い｣ で
済ますこ とを許さなか っ た｡ どの ようにすれ ば高く､ 長く飛ばすこと が できる の か ｡ 吏に 美しい
フ ォ ル ム を求め て工作をした ｡ 度々 の つ まりひと つ 作るの に1博 聞以上か けて ､･合計3機の 竹と
ん ぼを削 っ た ｡ つ まり, 夢中にな っ て しま っ た の だ ｡
こ の 私の 感 じた楽しさが ､ どれく ら い垂講生 に伝えられ るか ､ 少 し心配 して い た が , そんな心
配は無用 で あ っ た ｡ 受講生達は ､ ひ とた び小刀で竹を削り
■
は じめ ると ､ 親も子も無く皆真剣に ､
一 心不乱に知っ て い るの で ある ｡ 削る技術 の巧拙な ど関係なか っ た ｡ 直接実材に触れ なが ら工作
する こ と が ､･ い か に大きな喜びを人に与 えるか ､ 改め て認識させ られた ｡
産業造形学科助教授 斉藤晴之
私は都合に より､ 2日目か らの 参加で した ｡ 参加者の 子供達 や保護者の 万が 一 身に 竹の ピ ー
ス を削 っ て い る姿に圧倒されて しばらく は､ た だその 姿を見せ い
-
る だけで.した去
J
それぞれ の 削
る竹の 形は 一 律で はなく大き い もの や小 さい もの ､ 巾の 広 い もの や狭い もの
■
､
'削られて いく形も
まちまち で した ｡ 最初はみ ん なの 道具 の使い 方が気に なり ､ どう見 ても ､ 刃物で素材を削る こ と
を余り多く体験して い な.し､こ とか見 て い てすぐにわ かりました ｡ そして ､ 小学生 に は竹の 素材･は
結構硬い ように思 われ ましたょ しか し､ それ ぞれめ子供達が自分の 考えた形で どん どん削 っ て い
く｡ 中には変わ っ た 形で ､ 本当に飛ぶ もの か心配なもの もありましたが ､
■意外に それが良く飛ん
で実習棟の屋根を越えて飛ん で行 っ たりしました｡ 最初は ､ 実際に生 えて い る竹の 形からそれを
割り､ 切り揃えると こ ろか ら始め ､ 削る こ と により思 っ た形 が出来上 が っ 七く ると子供たち の 目
の 輝きは確実にそ の 光を増 し, 真剣 に集中して い るの がわ か りま した ｡
自由な形で しか も飛ぶ , こ の こ と は作り手にと っ て 大変うれ しい こ とで , それ は要点を押さえ
て指導され た担当講師の こ の 講座に掛け られた深 い 心配りを改め て 感じました ｡
産業造形学科助手 橋本千毅
現代と い う時代は ､ 巷に物が溢れ て い ます｡ その ような環境で育つ 子供に と っ て もの を手に入
れ ると いう こ とは ､ 既 に在るもの の 中か ら ｢選ぶ｣ こ とが ほとん どで はな い で しょうか ｡ 我々 大
人にと っ て もそれ は同様で ､ 自分で もの を考えて ｢作る｣ こ と は ､ 現代に お い て は稀な体験です｡
私 は こ の 企画の 準備 として , 事前に実際 に竹トン ボを作 っ てみ た の ですが､ それがち ゃ ん と飛
ぶ ようになるまで ､ か なり試行錯誤を しました ｡ こ れが実際に子供にでき るか どうか心配で した ｡
しか しそれが取り越 し苦労で ある こ とがす ぐに判りま した ｡ 子供は大人が思う以上 に考え ､ 作 る
力を持 っ て い ます｡ そ してそれを楽しさに変える力も持 っ て い ます｡ しか し残念 なこ と に ､ 現代
はその ような経験をする機会, それ を次に繋げ育む機会がなか なか ない ように感じます ｡ こ の 企
画をとお して ､ 子供にもの作り体験の 機会を提供で きた ことをうれしく思 い ます｡
私も子供の 可能性に対する認識を新たにするとともに , 子供 の 笑顔に接する楽しさを経験で来
ま した ｡ 参加者の皆様には ､ 有意義な時間を過 ごさせ て い ただき ､ 感謝を申し上 げます｡
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3 . 3講座 の成果 ､ 意義
こ の事業を, 漆工芸 コ ー ス が担当する ことが決ま っ て から､ 担当する コ ー ス の 教官メ ン バ
ー で ､
｢ 大学Jrサ イ エ ン ス &もの づくり｣ とい うタイ トル の 中で , どの ような授業を企画した ら良い の
かを話し合い ました ｡
漆は初心者が扱うと, ほ とん どの 人がか ぶ れて しま い ます｡ 本物の漆を扱うことによ ? て､ 知
る こ との できる多くの こ と が あるの で すが ､ 今回は小学生を中心とした受講者である ため に ､ か
ぶ れさせ て しまうわけに は い きませ ん ｡ そこで漆を用 い ない で , 何とか良い授業がで きな い もの
か と考えました ｡
漆工芸 は ､ 漆を塗 る こ とばか りで はなく, 漆を塗る ため の素地作りが とても大切な仕事です.
竹や 木材はそう した漆 工芸 の素地と して は とて も相性が良くて ､.私た ちも普段か ら扱
い なれて い
る材料です｡ また ､ サ イ エ ン ス (科学) と いうキ ー ワ ー ドを満たすた め には ､ もの づくりが科学
と つ なが らなくて はなりませ ん ｡ そ こで ､ 私 たちは古くか ら日本の 子供たちの 遊び と して よく知
られて い る ｢竹とん ぼ｣ と ｢こ ま｣ を思 い つ きま した ｡
｢ 竹とんぼ｣ は ､･竹を素材とし, プ ロ ペ ラ堺に削 っ た もの の中心 に細 い 芯棒をさ して ､ その 芯
棒 を両手で挟 み こ する ように勢 い 良くま わす こ とに よ っ て ､ プ ロ ペ ラ を回転さ せ ､ そ の揚カで 飛
ぶ , シ ン プ ル な玩具 です ｡ しか しプ ロ ペ ラ (回転翼) を回 して飛 ぶ と なる と , そこ に は ､ 重量
･
揚力を得る ため の プ ロ ペ ラの 形 ･ バ ラ ン ス :素材の使い 方等々 様々 な科学的要素を , 製作時に感
覚として捉える力が必要になる と思 い ます｡ 一 昔前羊で は子供たちが自力で竹を削っ て作り遊ん
で い た もの ですが､ 最近 は自分で作 っ て い る姿はまず見受けられませ ん ｡ もの づ くりとサイ エ ン
ス の両方を満た すため の テ ｢ マ として は , う っ て つ けの物に思われました ｡
同様に ｢こま｣ はお 正月 の子供た ちの 進びとして ,.昔は欠か すこ との で きない アイテ ム で した
が ､ 昨今は伝統的なこ まで進 ぶ子供た ち,.%Cまとん ど見なくなりま･した . 玩具
メ ー タ ー か ら売り出
して い る最新の こ まの 玩具もありますが ､ その もの を子供た ちが伴 っ た り改造 した りする余地は
ほ と ん どありませ ん し､ 回し方も特別の 技術を用 い ずにで きる簡単なもの です｡ しかしそれらが
最近子供たち の 間で流行した ところ を見る と､ ジ ャイ ロ 効果を利用して い ろ い ろな方法で 遊ぶ こ
と の で きる ｢こま｣ は ､ や はり い つ まで も子供の 心をひき つ けるもの であ る こ とが分かりますo
本物の 木材を轍櫨で加工 して こまができ る工程を目の当たりにすれば ､ そ のもの の 持つ 素材感を
より強く感じなが ら遊ぶ こ と がで きますし､ もの を大切 にする心も生まれてく るで あろうと思 い
ま した ｡
･ 以上が ､ ｢こ まと竹とん ぼ｣ を今回の授業の 対象に選ん だ理申でしたが ､ 実施する に当た っ て
ひと つ の不安がありました ｡ 私たち講師陣が ､ 誰もこまと竹とん ぼを作 っ たこ とが なか っ た か ら
です｡ そ こ でサ ポ ー トをお 願 い した学生と共に , とに かく竹とん ぼ に関して は
一 つ ずつ 試作を行
っ て み る こ と にしま した ｡ 骨初め は行き当たりば っ たりで ､ 製作 しました が ､ まあまあ飛ぶ もの
が運良く出来上がりま した ｡ しか し当初目標に して い たとび方とはずい ぶ ん とイメ
ー ジが違い ま
す ｡ イメ ー ジ どお りの 飛行を実現するた め に 2作 , 3作と試作品が増えて い きま した ｡ 美し い 羽
の 形やバ ラ ンス を作り出すの は ､ 物理的な条件を考えながら､ それなりに細心 の注意を払 っ て の
制作が必要で ､ なかなか工作として楽しい もの です｡ 大人に と っ て も竹とん ぼ作りはか なり面白
い もの である こ と が分かりました が ､ さて実際に子供たちが どの位出来るもの か は不安が残りま
した ｡
こまは , 林講師が試作を行 っ て , 上手く い っ た もの を､ ある程度の 形まで量産しておくことに
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しました. 初心者に は触蛙や旋盤 の扱 い は 難しい か らです. や はりい くつ かの 試作を重 ね､ 最終
的な形を決めて か ら､ 当日 に備えて 一 部の加工 を残して量産を しま した ｡ 当日は 木材工芸 の林菅
三 先 生 に 残 した 工 程 を , 実際 に 擁軽に かけ て 仕上 げ て 参加 者 に 見 て も らう よう に計画 しま した 0
講座当日となり､ いくらかの 不安と期待を胸に秘めて ス タ ー トです｡ 当初の 設定は小学枚高学
年の 生徒とお父さ んかお母さん の 参加を考えて い ましたが ､ 応募状況が当初の予定で は難しく ､
い くらか年齢の 幅の ある子供たち が集まり.ました ｡ 小学3年生が最年少です｡ 竹とん ぼ を作 る の
に使用する切 り出し小刀 は非常に良く切れ る ようrに研 い で あるの で ､ とにか く怪我をしな い よう
に使 い 方を説明しま した｡ 刃物が使えずに私たちが手伝うような場面も想定して い たの ですが ､
妃憂に終わりました . 案ずるより産むがやす しの言葉どおり､ 子供た ちは , 最初は苦労しながら
も､ 最後に は結構器用に刃物を使い こ なしてそれぞれ の竹とん ぼを作り上げた の です. 今回の講
座は い く つ か の危険を伴 っ て い ます｡ 刃物を扱う こ との危険｡ 竹とん ぼ を飛ばす際の 危険｡ 紐で
こ まを回す際の危険な どで す｡ 本来は そうした危険要素を払拭した形で こ の ような講座は行うべ
きなの かもしれ ませ ん が ､ 危険な要素を しっ か りと コ ン トロ ー ルす る こ とで ､ より大きな創造性
が期待で きるもの と思 っ て あえて 実施した つ もりです｡ 幸い 大きな怪我や事故は発生せ ずに ､ 無
事に講座 を終わ る こ とがで きました ｡
竹とん ぼ つ くり は ､ 子供た ち, 参加い た だい たお 父 さん ･ お母さん共 に ､ 私た ちが試作で経験
したもの つ くりの面白さや竹とん ぼ製作の奥深さを楽しんで い た だけた もの と思 い ます. 各々 が
それぞれ の 工夫を して , 試した結果 が竹とん ぼ の 出来上がり の美しさや性能に現れる ｡ それ が自
らの 手を適 して 出来上が っ てく る こ との喜びを実感で きたもの と思 い ました｡ 安定して 高く､ 長
い 時間飛 ばすに は どうしたら良い の か ｡ ス ー パ ー 竹とん ぼを目指せば､ 考えなければならな い こ
とが沢 山有ります し､ 洗練さ れた 工作技術も必要で す｡
また, 竹とん ぼつ くりは ､ ｢ 感｣と ｢ 推測｣を頼りに試行するもの で ､ ｢客観的デ ー タ｣ や ｢計
算｣ によ っ て行われるもの で はありませ ん ｡ 現代で は後者をも っ て ､ もの づくりが行われる こと
が専らですが ､ 本来の創造は前者が大きな力を持つ もの と思 い ます. そ の ような観点で手仕事に
よる もの づくりを見直すと, 単に ｢ 手作りの ぬくもり｣ や ｢ 手作りの や さしさ｣ 等とい う言葉だ
けで は表せ ない 手作り の持つ 大切 な本当の 意味が浮か び上が っ てくる はずです. シ ンプル な素材
と道具を用 い て , 夢に措 い た もの を生み 出せ る可能性を知る こ とに よ っ て ､ より大きな創造の翼
を子供た ちが獲得でき るこ-t を期待 します.
2 日日の こ まづくりに は ､ 前述 した ように木材工芸 の 林哲三教授に擁櫨の 実演をお願 い しまし
た｡ 目の前で ､ 見る見るうち に硬い 樫の 木が削ちれて こま の形にな っ て い くところを , 骨興味深
く見学 しました . 芯棒になる ピアノ 線を自分の 手で打ち込ん で こまの 本体は完成. 後は ラ ッ カ ー
で それぞれ思 い 思 い の 色をつ けて 出来上がりです｡ 竹と ん ぼと比 べ る と, 加工機械を使うため に
ずい ぶ ん楽に出来上がりましたが ､ 素材が こまの 形にな っ て い くの を最後まで見たとい う経験は
同じ意味を持つ と思 われます｡ 手仕事ばかりで は なく ､ 工作機械によ っ て で きるこ とも, ちの つ
くりに は欠かせ ない 要素です｡
さあ ､ 後は思 い っ きり進 んで み まし ょう｡ 紐を使 っ て こ まをまわした経験はほ とん どの 子供た
ちに無い ようで ､ 最初は紐をまともにか ける こ とすらで きませ んで したが､ しばらく練習するう
ちに , 骨上 手に 回せ る ように な っ て ､ 人に よ っ て は手に乗せ る こ ともで きる ぐら い に上達 しまし
た ｡ 子供の持つ 能力や 可能性にあらため て驚い た次第で した｡
2 日間の経験をとお して参加い ただ い た子供たちや ご両親に , もの づくりの 面白さや可能性を
大学Jr.サイ エ ン ス & もの づ くり 101
再認識 して もら っ て ､ 将来そこ か ら何かが生まれ てくる こ とがあれ ば､ 今回の 講座 に関係 した開
放セ ン タ ー 職員の 方々 ､ サポ ー ト役の学生､ 講師ス タ ッ フ の大きな喜びです｡ ご協力い ただい た
皆様に改め て御礼申し上 げます｡
4 . 今後の高岡短期大学の地域開放事業
今回の 講座で は ､ 人物の動きをよく観察し､ 想像力を生かして形に表現する こ とと ､ 道具の使
い 方と制作する作品 へ の 工 夫と, 出来上が っ たもの で実際に遊んで み る こ とを学んで い た だきま
した .､どちち の 講座･81=お い て も, 内容が進 むに連れ , 子供たちや保護者の 方達が次第に制作に集
中 して い く姿や ､ 受講者間で 工夫の仕方を話し合っ たり, ア シス タ ン トの学生た ちとも打ち解け
なが ら制作を続ける姿が見られま した｡ 子供たちからは ､ ｢もの を作る機会が少なくな っ て い た
の で ､ 久しぶ りに物事に集中するこ とがで きた ｡｣､ ｢大学で い ろ い ろな道具を使うこ とができた｡｣
との 意見もありました ｡
子供 ･ 親子向けの 講座 に つ い て は今回で 5年目となりますが ､ こうした企画に より ､ 地域 の
方々 に大学をより知 っ て い ただ き､ 大学に興味を抱 い て い た だく こ とが できる の で は ない か と感
じて い ます｡ また ､ 子供た ちや保護者の 方達 に大学の専門性 を体験 して い た だき ､ 隠れ た個々 の
感性を引き出させ る こ とが で きるの で はな い かと思 っ て い ますo こ の ような活動が , 子供たちか
ら大人た ち へ ､ 更には地域の 方々 との 交流に発展して いく こ とを期待する次第で す｡
また､ こ の講座で ア シス タ ン トとして 関わっ た学生 たち も､ ｢人に教え伝える｣ ことを学ぶ こ
とが でき ､ 貴重な経験 にな っ た の で はない か と思 い ます o
今後は ､ より多く の方々 に参加して い ただけるよう , 実施日や地域 の方が どんな内容の 講座 を
期待するの か､ 地域 の方々 に もア ドバイ ス な どを受けなが ら, 本学ならで は の企画を考えて い き
た い と思 い ます.
